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（１）明日も来たいと思う東山小を目指して 

四万十市立東山小学校 

中山 加奈江 
１．はじめに 

   昨年度赴任してきて、不登校担当教員となり、まず着手したのは児童の実態把握であった。

本校の気になる児童の資料を見て、長期欠席者だけでなく登校渋りの児童が多いことから、そ

れらの児童の過去の出席状況を拾い上げ、その理由など分かる限り調べてみた。友だち関係で

悩みやすい児童、冬場に弱い児童、家庭環境等、児童らの実態と背景を把握したうえで、これ

からの手がかりとして活かしたいと考えた。コロナ禍の為、長期休みがあったり、マスクをし

ていることで顔の表情が分かりにくかったりしたことから、初めは顔と名前がなかなかつなが

りにくく距離を縮めるのに難しかったが、ピックアップした児童についてはいち早く顔を覚

え、プラスワンの声掛けをしながら、子どもたちとつながることから始めた。また、欠席理由

や遅刻理由が気になる理由の児童について担任に電話連絡を要請したり、時には迎えに行った

りして迅速な対応に努めてきた。 

   初年度は、早期発見、早期対応を学校全体でも意識して取り組んできた。適応指導教室に通う

児童の学校に来る時間が増えたり、1 年以上も学校に来なかった児童が行事に参加したりするな

ど取り組みの成果もみられたが、新規の長期欠席者や別室登校する児童が出現するなど、成果ば

かりではなった。 

   そこで今年度は、その反省も踏まえて、未然防止に力を入れたいと全教職員で確認するところ

から始めた。 

 

２．前年度の取り組み 

 （１）欠席者の状況 

   一昨年度より長期欠席者は複数名いたが、新規の 30 日以上の欠席者が加わり 4 名となった。

それ以外にも 20 日以上の欠席者もいた。その新規の児童らは 2 学期後半より別室登校となり、3

学期はほとんど欠席することもなく登校できた。その他にも別室登校児童がおり、その子らも学

習できる時間は教室に帰ったり、特別教室で一緒に学習したりできた。 

 （２）教員の不登校に対する認識と対応力の向上 

    各専門機関からのアドバイスを生かした校内支援委員会は月に一度定期的に行ってきたが、

その他にも気になる児童について適宜ミニ支援会を行ってきた。その際、担任、養護教諭、時

には SC や管理職も交え、校内支援会で確認した支援の仕方がどうであったかのか振り返りをし

ながら次のステップを一緒に考え

た。 

また校内研修では、不登校担当

教員が、スキルアップ研修等で得

たことを校内研で伝達してきた。

気になる児童が増えたりするな

ど、今後登校渋りや長期欠席者に

つながりそうな児童がいる学級に

ついて校内研で取り上げ、Q-U をも

とに SC から助言をもらったり、全

教員がそれぞれの立場でどのよう

な支援ができるかと話し合う場を

持ったりするなど担当としてコーディネートしてきた。 

 

 

番号 項  目 月 火 

1 8 時１５分までに登校する。   

2 くつを靴下箱にいれる。   

3 荷物をかばんの中から出し、かばんを相談室のロッカーに入れる。   

4 宿題をしてくる。   

5 宿題をかごに入れる。   

6 宿題や提出物を担任に渡す。   

7 教室に宿題や提出物を出しに行く   

8 教室にかばんや荷物を置きに行く   

9 友だちと過ごすことができる（朝）   

10 朝の会に参加できる   

11 簡単な課題に取り組める   

12 年の学習に取り組める（                 ）   

13 友だちと過ごすことができる（20 分休み）   

14 給食を取りに行く   

15 給食を学級で食べることができる   

16 給食を片付けることができる   

17 友だちと過ごすことができる（昼休み）   

18 掃除場所に行って掃除をすることができる   

19 帰りの会に参加できる   

20 友だちと一緒に帰ることができる   

 備             考   
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（３）支援体制の整備 

    児童の出欠は校務支援システムで分かるように

なったが、朝の段階で欠席状況の行き違いがない

よう、靴箱で担当がチェックし、連絡が来ていない

児童については担任もしくは担当が電話連絡をし

ている。漏れや落ちがないよう一日の流れを確認

するシートを作成した。 

気になる児童の登校を支える取り組みもワンペ

ーパーにし、若年教員だけでなく、誰もがそれぞれ

のパターン、どの流れで動けばよいかが分かるよ

う体制を整備し確認を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．今年度の取り組み 

  （１）未然防止にむけて 

     ①校内研修での拡大支援会           

     昨年の反省をもとに今年度は「未然防止」に力を入れる事を確認して出発した。学力部会・

授業づくり部会は、児童らの学力での躓きを補うために、また「やって楽しい。わかった。

またしたい」授業の為の提案をし、児童理解部は、人間関係づくりを中心に取り組みを考え、

提案してきた。いろいろな角度から不登校や問題行動を未然に防げられるよう、生徒指導の

三機能を働かせた学級づくり・授業づくりを意識してきた。夏季休業中には校内研修を使っ

て「わかる、楽しい、もっとやりたい」と思える授業づくりについて話し合い、2 学期から意

識して取り組むことを確認した。また、学校生活アンケートや Q-U から気になる児童につい

て確認し、「子どもが安心して授業に参加できるようになるために何が必要か」をグループ

で討議し、全体で確認し、各々が２学期を迎えた。 

 

欠席者の確認についてお願いしたいこと 

① 連絡のない欠席者への対応 

  ８：１５ 

  担任：職員室に問い合わせる。  

↓ 

中山：職員室の担任の机にメモがないか確認する。 

↓ 

中山：児童宅に確認する。（8：30分以降） 

↓  

  中山：担任に伝える。 

 

② 欠席者の欠席理由を把握 

  ８：３０  

担任：朝の会で健康調べをした後、教室前に「健康調べ」をかける。  

↓ 

有田先生・中山：回収する。 

↓ 

欠席理由等を確認する。 

※健康調べに書けない理由については、中山もしくは有田先生に伝えてください。 

 

③ 出欠ボード 

  １０：２０ 

  担任：職員室の出欠ボードへの記入 

 

④ 長期欠席児童について 

  ふれあい学級：学校に児童の状況を連絡 → 口頭とボードで担任・全体に伝える。 

  学校に来た時：担任 → 口頭またはボードで担当・全体に伝える。 

  ※受け入れ：教室（担任） 

        相談室（担当他） 

         

⑤ 保護者から登校渋りの電話があった場合 

  担任・担当：「様子をみにいってもかまわないか？」 

    ↓                 ↓ 

  「はい」                「いいえ」 

    ↓                 ↓ 

  担任もしくは担当が行く。        担任：その日のうちに連絡を取る 

    ↓ 

  担任：その日のうちに連絡を取る 

 

⑥ その他 

  Q：欠席者への時間割やお手紙はどうしていますか？ 

 

 

 

初期対応 

欠席１日目 

電話連絡 

（励まし電話、安心電話、受信確認） 

 

欠席２日目 

電話か家庭訪問 

（安心電話、症状の具体把握） 

 

欠席３日目 

家庭訪問 

（組織対応、体調確認、再登校不安解消） 

 

欠席３日以上 

チーム支援開始（校内支援会） 

朝
、
Ａ
さ
ん
が
登
校
し
て
い
な
い 

欠
席
連
絡 

家
庭
へ
の
電
話
連
絡 

校内いじめ対応委員会 

校長・教頭・主幹教諭 

生徒指導担当・人権主任 

養護教諭・当該学級担任 

特別支援コーディネーター（ＳＣ） 

不登校担当教員 

欠席理由確認 

所在確認 

管理職、保護者と対応を協議 

警察・補導センターへ連絡 

虐待等の疑いがある

場合は、速やかに管理

職に報告する。 

家庭訪問 

電話連絡 
長
期
欠
席
の
可
能
性
は
？ 

 

情報収集 

聞き取る対象 

前担任、前担当、養護教諭、管理職、 

校内支援会 
担任、管理職、主幹教諭、 

人権主任、養護教諭 

不登校担当教員、ＳＣ、他 

校内支援会で確認すること 

① 気付き 情報収集 

② 見立て 協議 

      ・現状報告 

・助言（ＳＣはじめ各機関） 

  ・支援・指導や対応を検討 

③ 手立て 伝達 全職員間で共有 

④ 実践  行動 保護者・関係機関と連携 

ある 

ない 

ない 

在宅 

不在 

確認 

未確認 

事件性がある 

欠席理由がいじめ 

いじめの疑い 

気になる情報がない 

ある 気になる情報がある 

緊急性がない 

緊急性がある 

欠席理由がいじめ 

対応方針の共通理解 

登校できる状態になる 

東山小 日々の欠席者の確認  

（別紙） 

１ 連絡のない欠席者の対応 

２ 欠席者の欠席理由の把握 

３ 全校児童の出欠の共有 

４ 長期欠席児童への対応 

５ 登校渋りの児童への対応 

６ 欠席者への対応 

児童の登校を支える取り組み 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緊
急
性
が
低
い
・不
明 

欠
席
２
日
目 

支援 

再登校の支援 

・学校でどのように過ごすかを、児童本人と確認する 

・児童の願いや気持ちを尊重する。 

・学校や学級の環境づくりを進める。 

不登校とは 

年度間に連続又は断続して 30日以上

欠席（長期欠席）した児童生徒のうち、

何らかの心理的、情緒的、身体的、あ

るいは社会的要因・背景により、児童

生徒が登校しないあるいはしたくと

もできない状況にあること。（ただし

「病気」「経済的理由」による者を除

く。） 

不登校児童への対応 

〇担任が児童を理解する。 

〇校内支援会にて見立て・支援計画を策

定する。 

〇児童の保護者と関わる。 

・信頼関係を築き、児童の安心感・安定

感を高める。 

・専門家に相談できる場や具体的な支援

を提供し児童の自信や登校への意欲

を高める。 

参考資料 

大分県教育委員会・和歌山県教育委員会 

不登校対応マニュアル  

欠
席
が
３
０
日
以
上 
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②生徒指導の三機能を働かせた学級経営  

個のニーズに応じた支援を可能にし、一人一人が大切にされる学級・授業づくりの生徒指

導・ユニバーサルデザインの視点から学級経営のポイントとなる項目をあげ、学年で話し合

い、個人でもチェックシートで確認したりした。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 
 

 

 

〈教師ができること〉  

-授業中-  

・間違えても、（結果よりも）頑張って取り組んだことを評価する。 

例）「その発言を待っていた！」「そんな考えができる～さん素敵！」  

  気持ちをオーバーに伝える。 

・先生自身の自己開示を意識的にしていく。 

・良いことをあえてこっそり本人に伝える。陰で褒める。 

・子供同士が関わる場の設定。 

 

－生活面-  

・得意、好き、を活かした係（役割）の設定でクラスの役に立っている

という経験をさせる。（児童の観察を怠らない。自分の先入観に惑わ

されず、その子の以外な一面を見つける努力をする。）  

・机の配置の熟考。柔軟な対応。 

・休み時間の児童の遊びの中に入ってみる。 

・意識的な自己開示は必要だが、感情的にならず、教師自身が「疲れ

た」「しんどい」「めんどくさい」等の感情をコントロールできるように

なる。（心の余裕が必要、自分の健康管理）  

 

-トラブルが起きたとき-  

・個別での解決だけではなく、みんな事として話合う機会をつくる。 

⇒学級のルールの徹底。小さなことでも、誰であってもみんなで決め

たことは守りきる。 

・欠点、苦手なことも理解した上で関わってくれる関係づくり。 

・ネガティブな発言も一度受け止める。 

A グループ 【子どもが安心して授業に参加できるようになるために必要なこと】  

                              とは、どんな状態？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

*失敗してもそれを認めて（受け止めて）あげられるクラス  

＊発言しやすい雰囲気のクラス 

＊分からないことを分からないと言えるクラス  

＊授業が分かる、友達と教え合い・学び合える雰囲気のクラス 

＊クラス全体で一緒にがんばることができるクラス  

そのために 

 

【評価】  

＊褒め合う、認め合う場・時の提供 

＊肯定的な評価（全体・個別）、声掛けやノートコメント  

＊個別の支援 

・困る前に声をかける ・補助教材の工夫 ・誉める 

＊子どもにやらせる：達成感、自信 

＊A,C 評価への手立て 

B グループ「子どもたちが安心して学校生活をおくるためのプロセス」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【土台づくり】  

①チャイムを守る。（スタートをそろえる、楽しい休み時間の保障）  

②見通しを持つ（これから何をするのか、こうすればできる）  

・目的、場面、状況の確認と自己決定 

③学習規律 

・話を聞くことの大切さを確認する。例）ごっこ遊びの活用 

・なぜ発表することが大事なのか（学ぶこと、自分の考えを言う事の大切さをみんなで確認）  

 

【関わり】  

＊関わる必然性のある教材の工夫。 

（ペアで取り組む・子ども同士をつなげる・レクを行う・  

友だちと力を合わせて答えを導きだすことの価値づけ・分からなくても助けてもらえる場）  

⇒○○さんのおかげで～できるようになった経験を仕組む。 

 

 

 

                      

「取り組んでいる」肯定的な評価  ６１．６％（6 月） → ７２％（11 月） 

校内拡大支援会の様子 グループで「子どもが安心して授業に参加できるよう

になるために何が必要か」について話し合い、2 学期

から特に何について頑張るかを各々が発表し合った。 

参考「第 1 回不登校担当教員スキルアップ研修資料」 
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③授業改善                 

主体的・対話的で深い学びの実現 

   に向けた授業づくりを本校の研究主 

題に掲げ、自分の考えを表現するこ 

とが楽しいと思える授業づくりを目 

指してきた。 

  人前で自分を表現することが苦手 

  な児童、コミュニケーションが苦手 

な児童などいるため、外国語や国語 

の授業を中心に研究している。誰も 

が参加しやすく、分かりやすさを目 

指してユニバーサルデザインを取り 

入れた学級環境づくり、授業づくり 

に取り組んだ。 

 

④安心・安全な学級づくり 

昨年度は学校生活アンケートを２回行い、今年度もその予定であったが、更に子ども達 

が安心して学級で過ごせるように２学期よ 

りアンケートの回数を増やし、より子ども   

らの声を聴けるようにし、その後Ｑ－Ｕを 

取って実態を把握するようにした。 

また、他者との関り方を学ばせるために 

 ソーシャルスキルトレーニングを取り入れ 

 た「にこにこ朝会」を行ってきた。コロナ 

禍で制限も多く限られたことしかできなか 

ったが、子どもたちはその日を楽しみにし 

喜んで活動していた。 

 

⑤「明日も来たいと思う東山小」になるために 

 教職員間での合言葉が「明日も来たいと思う東山小」となり、それぞれがそれぞれの立場 

で何をすればよいか考え取り組んできた。本校は、長期休み明けや月曜日に欠席者が多いこ 

とから、栄養教諭が献立を考え 

る際、始まりの日や月曜日には 

児童らの人気メニューやデザー 

トをつけたり、季節行事を意識 

した催しを考えたりするなど 

「うれしい・楽しい給食」にな 

るように、配慮してくれた。 

大人からの投げかけだけでは 

    児童らの意識は変わらないと考 

え、各学級で児童らにも「明日 

も 来たい東山小にするには？」 

児童会目標 「明日も来たい東山小にするために！」 

４月：元気な声であいさつをしよう  

５月：学校のきまりをまもろう～声をかけあう 

６月：衛生に気をつけよう～マスクをつける 

７月：友だちを大切にしよう～されて嬉しい事をする 

９月：元気な声であいさつをしよう～自分からする 

10 月：笑顔を心がけて生活しよう 

11 月：相手の立場に立った行動をしよう 

12 月：友だちを大切にしよう 

１月：元気な声であいさつしよう～自分からする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                作成 ２０２１．１ 児童理解部会 

 

東山小 UD 

ガイドブック 
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と考えさせたところ目標を「明日も来たい東山小にする為 

に何をしたらよいかを目標にしよう」と児童会から意見が 

出て全校に浸透した。委員会の取り組みでもそのことを意 

識して活動している。 

また、児童会を中心とした「なかよしロングタイム」だ 

    けではなく、リーダー育成を目的にした縦割り班による「な 

    かよしロングタイム」や体育委員会主催の「体育朝会」な 

ども実施し自治活動を通して自己有用感を持たせるよう 

にしてきた。    

 

 

 

 

 

 

 

 

その他にも、学級に入りにくい児童がいる

クラスで、国語の話し合い活動の単元の際、

児童らが自発的に「○○さんがクラスに来ら

れるようにするには？」と課題設定し、原因

を考えたり解決するために何をしたらよい

かを考えたりしながら、教室に帰ってこられ

る方法を導き出そうとしていた。その思いや

変わらない温かな気持ちが伝わって、その児

童も大きな行事に参加することができた。 

 

⑥別室や保健室での対応 

  児童らが渋りながらも登校した際、すぐに教室に行

くことができないことがある。そんな時は、保健室や別

室で養護教諭や不登校担当教員が対応している。理由

に対して説明できる児童ばかりではない。じっくり、ゆ

っくり気持ちを変えエネルギーを蓄えさせてから教室

に送っている。その際、担任や友だちに迎えに来てもら

うと帰りやすい児童が多いので、そのような児童の気

持ちを担任や児童らに伝える橋渡しもしている。 

      また、コミュニケーションの取り方が難しい児童ら

には、ゲームをしたり、プリントをしたりしながらソ

ーシャルスキルトレーニングも行っている。学習に向

かいにくい児童らの学習保障については今後の課題で

ある。 
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（２）校内支援会の活用 

     校内支援会では個別の支援シートをＰＤＣＡサイクルで作成し、毎月の取り組みを振り返

り、次の目標の確認等を行っている。担任やそれぞれ関わる者が確認できるよう一本化して

いることで支援のブレがない。また、中学校へも資料として渡せるので支援がつながる利点

もある。 

校内支援会には、スクールカウンセラーや教育研究所、心の教育センターなど外部からも

参加してもらい、専門的立場から授業参観をして気づいたことや今後の支援へのアドバイス

をもらうなど継続的な関わりをしてもらっている。また、スクールカウンセラーには、年度

当初に高学年との全員面談をし、児童らと自然に関わりながら、気づいたことを担任等に伝

えサインの見逃しがないようにしてくれている。 

      

（３）成果と課題 

○不登校や問題行動未然防止のために、「明日も来たいと思う東山小」になるよう、学級担

任だけでなくいろいろな立場で教職員一人一人が意識し「チーム東山」として一丸となっ

て取り組んだ。 

○不登校の児童や不登校傾向の児童に担任と担当らとの連携で支援・指導ができ、担任の負

担感が減った。 

○保護者への寄り添いを、担任とともに不登校担当教員も行うことができ、窓口が広がった。  

●新規不登校の出現 

●いじめ案件・暴力案件の出現 

学校生活アンケートやＱ－Ｕをみても全ての児童にとって、安心・安全な学級づくり、学

校づくりができているとは言い難い。全ての児童にとって「楽しい・あったかい・安心で

きる」と思える学校・学級、すべての児童が「わかる・楽しい・もっとやりたい」と思え

る授業づくりを今後も取組を検証しながら進めることで不登校・問題行動が改善されるの

ではないかと考える。 

     

４．今後にむけて 

 昨年度の課題として、不登校にしても、問題行動にしても事象が起こってからの対応というこ

とが多かった。その反省を生かし今年度は「未然防止」に力を入れてきた。新しい取り組みをす

るのではなく、授業も行事も日々の声掛けなど日常の些細なことも、子どもたちに「明日も来た

いと思う東山小学校」に思わせるにはどうしたらいいかを念頭において、皆が意識しながら考え

動くことが未然防止になるのではないかと考えた。それは、教職員だけで「来たい東山小」をつ

くるのではなく、児童にも保護者にも地域にも呼びかけ、それぞれができることを考え、行動し

なければならない。まだまだ課題は多く、不登校問題も問題行動も一朝一夕には解決できない。

いろいろな場面で児童らが「楽しかった」「もっとやりたい」という気持ちになれば「明日も来

たいと思う東山小」になると思われる。その為に今後も「安心して過ごせる学級・学校づくり」

を目指したい。 

 

 

 

 

 

 


